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名称：流動式比表面積自動測定装置

型式：フローソーブIII2310

取扱：島津製作所（メーカー：Micromeritics社）

・吸着量検出法：連続流動法

・測定法： BET1点法

・比表面積測定範囲：約０．1m2 以上

※N2ガス利用時

・試料量：1g 程度

装置概要

装置構成と手順の概要
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比表面積測定装置（BET1点法）概要比表面積測定装置（BET1点法）概要

①サンプルセルにサンプルを入れ脱ガス部にセットし乾燥

②サンプルセルをガス吸着・離脱部に移動

③液体窒素にてサンプルセルを冷却し、サンプルに窒素を吸着、窒

素の吸着完了後、サンプルセルを液体窒素から取り出し、温風を

当て吸着した窒素を放出させる。

④ガス供給の一次側と、ガス供給+サンプルからの放出窒素の二次

側の窒素量の差をサンプルの吸着窒素量として計測し、全表面積

（m2）を算出しサンプル重量で除する事で、サンプルの比表面積

（ｍ2/ｇ）を求める。
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